
１． 次の表を専用グラフ用紙を使ってグラフ化しなさい。

２００４年

２００５年

２００６年

２００７年

２００８年

２００９年

２０１０年

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

１２５０個

１３００個

１７５０個

１７００個

１８５０個

２０００個

２０５０個

２３５０個

２２００個

９００個

２２５０個

２５００個

１０５人

１２０人

１３５人

１４０人

１５５人

１７０人

１９０人

１９５人

２０５人

２３０人

２３５人

２４５人

製品生産個数 従業員人数



次の図のように、段ボール箱をどんどん箱を積み上げていきます。

１段 ２段 ３段

２． 段ボールの段数と、段ボール箱の数、まわりの長さの関係を表にまとめなさい。

段ボールの段数

段ボールの箱数

まわりの長さ

１ｍ

１ｍ
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（人） （個）

段ボールの段数

段ボールの箱数

製品生産個数従業員人数

まわりの長さ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１ ３ ６ １０ １５ ２１ ２８ ３６ ４５ ５５

４ ８ １２ １６ ２０ ２４ ２８ ３２ ３６ ４０


